


































































































































































































































































































































































































































































































































































17 ．「いすが 3つあって、その周りに 5人の参加者がいる。
そして、音楽が鳴っている間はいずの周りを歩いて、音
楽が止まるとパッと座る。この場合、いすの数が 3人で
人間が5人だから、3人が座っていすからあぶれる。／こ
のとき、仮にＡさんがいすを取ったとしよう。Ａさんは
『私は人よりがんばった。だからいすが取れたんだ』と思
うかもしれない。そして、Ｂさんは『努力が足りなかっ
た。だから自分の責任だ』と思うかもしれない。／そして、
次のゲームが始まり、今度はＡさんがいすからあぶれた
とする。そのときＡさんは『今度は失敗した。前と比べ
て油断してしまった。だからいすを取れなかったんだ』
と思うかもしれない。／この場合いすは『仕事』にあた
る。仕事がなくなれば、収入がなくなり、いずれは家賃
が払えなくなり、最後には野宿になる。これは、それほ
ど金持ちではない多くの人にとって普通の話である。さ
て。こうして次々と『いす取りゲーム』をしていく。こ
こで、かりにゲームの参加者全員が今の100倍の努力を
したとしたらどうなるだろうか。その場合でも、3人し
かいすに座れないことにかわりはない。では、全員が今
の100万倍、あるいは１億倍がんばって走り回ったとし
たらどうだろう。誰かがいすを取れば、その分誰かがい
すから落ちるだけだから、当然何の代わりもない。つまり、
いすを取れるかどうかは『個人の努力の問題』では全く
なく、いすの数と人間の数の問題、つまり『構造的な問題』
なのだ」　生田武『ルポ　最底辺』pp216-218、筑摩書
房､2007年
18  ．『平成15年度全国母子世帯等調査結果報告』厚生労働
省報道発表平成17年１月19日
19 ．しかし、現実には2002年に岡山県倉敷市で、母子家庭
の子どもが餓死するという事件が、2005年に埼玉県さい
たま市で、母子家庭の母親が餓死するという事件が起き
ている。そして、これらの事件は1987年の札幌市でおき
た母子家庭の母親餓死事件ほど大きく問題とされなかっ
た。
20．労働基準法第1条
21．労働基準法第9条第3項
22．朝日新聞2008年8月27日
